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研 究概要
･新セ ン タ ー の 発足に伴う人事に お い て , 田口英昭が助
辛 , 仁戸田恵和が技官に任官した. 本分野 は主任教授
に外国人研究者を招くよう組織されて おり . 平成9年度
はカナ ダ, ア ル バ 一 夕 大学生物科学部の Ra ndolph S.
Cur rah教授を招い た. 同教授の 任期は1997年 6月 1 El
- 12月31 日で , そ の間, Non-der m atophyticfungithat
ca us e mperficial infe ctio nsと いうプ ロ ジ ェ ク トの もと,
1)Asses s m entofthe ta xono mic diversity aTn O ng the
species pla c ed in qγTn n a S C ella or de畠ignated as
Gy,n n a s c elh spe cie s･ 2)
‾
R◎1atio n ships am?ng the
GeoTnyCe 8 c o mple x, spe cies cf Oidiode ndT
･On and the
tele o morph ge n er aPs e udoB ymTW a8Cu S a nd MyxotT
.ichu m,
3)The descriptio n a nd identific ation of白Om e u nidenti-
fi白d str ains of Onygen ales と い っ た具体的課題に つ い
て , エ ビ キ ノ ン シ ス テ ム や18SrDN A などの化学お よ び
分子分類学師事法を用いた研究を行い , い く つ か の 新し
い知見が得られた. こ の 間, 同教授の 共同研究者である
Wendy Unterein er博士 (Mycoth色que de Univer8itる
Catholiqu e de Lou vain 主 任 研 究.旦 , LollVain ,
Belgill m) が, 1997年10月27 日- 10月31 日の期間, ま た
ア ル パ ー タ 大学大学院生の Sa r8h Eam bleto n 氏(1997
年11月26 日- 12月 3 日) も本セ ン タ ー を訪れ, 分子分類
に つ い て講演ならびに研究討論を行ちた .
田口 は国際協力事業団の プ ロ ジ ェ ク ト とし て, こ の 4
月から開始された ブラ ジ ル国力 ン ビ ー ナ ス 大学臨床プ ロ
ジ ェ ク トの 長期派遣専門家として , カ ン ビ ー ナ ス 大学 に
赴任した. 現地 にお い て はAID Sならび に fIIV 陽性患
者の 検体か らの 真菌類の分離, 同定, 抗真菌剤に対する
感受性な どの研究を行 っ て い る. 真菌感染分野の本報告
に記載 され て い るように, AIDS患者の 血液か ら分離さ
れた GaTLdida属菌. ならびに PIchia a 花O m ala に つ い て
そ の 抗其菌剤に対する感受性を調 べ たo 試験 は現在市販
されて おり, NCCL法に準じて い る酵母様真菌F Pト レ ー
を用 い て 検討 し た . 被検菌 は potato dextro s e ag r
81ant で2回培奉した後, 集菌し滅菌禾留水で 洗浄の後,
ト レ ー に 接種 (釣104 cells/ ml) , 35℃ で48時間培養
の後判定 し た. 薬剤効果の 判定 は, AM P H お よ び5-
F Cに圃し て は目視に より最小発育濃度 を, 他 の 薬剤 に
つ い て はプ レ ー ト リ - ダ ー に よ り IC8D をiRrl志した . a.
albic a ns35株中5 -FC に対 し て 4株, FLC Zに 5 株,
M CZ に5株, I T Zに 4株およぴ K C Z に13株が耐性を示
した . こ れ ら の 中 に はFI,C Z, M CZ, IT Z お よび K C Z
の 4剤ともに耐性を示したものが 4株存在した. また,
C. tr opic alis は6株ともFL CZお よぴ M CZに対 し て 非
感受性を示した. P. aTW m ala 2株 は5 1F Cに対 して 感
受性と非感受性を示し, 温度耐性試験で は37℃で も発育
可能である ことを確認した. こ れ ら の デ ー タ はまた臨味
現場に フ ィ ー ド バ ッ ク され, 相互討論の場に擦供される.
こ の ほか , 真菌感染分野などとの共同研究に より, 黒
色真菌の分子分類, 系統発生学的研究を18SrDN A の塩
基配列を もとに行 っ て い る.
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pr olif㊤rated by fi88io n in the cytopla8 m ･
M arked proliferation of yeast eells w a8 Ob
-
served 7a nd 14 血yB afterin o m18tion. With
proliferation of the fungtlB, the ntlm ber of
lys o島O m eSin Kupffer cells incre ased, a nd
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T hesegra n uloTrL8S C O n 8isted m ainly of m acro
-
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giant c ells. Frotn 28 days on yeast Cells we re
gr&du ally cleared fro m the gr an ulo m as, a nd 56
day8 afterin oculation alm o st allthe graTlu-
lo m a sdisap pe ar ed. ln gr oup B, at a n e arly
stage of infection, si mi larpathologlC alcha nges
to tho se 8 e en in mice of grotlp A w ere obser v ed.
Flo w ever, a s the infectio n progr es sed, the
n u mber of gran tlo m a s co ntin u ed to incr e as e
a nd ye ast C el18 CO ntin ued to prolifer ate al
-
tho ugh lym phocytes did not infiltrate these
gr a nllo m a s. With prolifer atio n of ye ast c ells
the liv erti88 ue W 舶r epl且C ed with both ye8加
cells e ngnlfed by m acrophageB a nd e xtra cellular
ye asts, a nd dissemin atio n o cc urred.
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m u r A. Fra nci8C O”. Aoki, A de m arYa n aJlaka:
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本医真菌学会総会, 真菌詮 B8(増刊2号), 105, 1
997.
5).架 磐哲, 田口英昭, 西村和子, 宮治 誠 :高塩溶
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国 際 交 流
海外出張
1) 田 口英昭 : エ イ ズと真菌症 に関するJICA共同プ ロ
ジ ェ ク ト. ブ ラ ジ ル 国サ ン パ ウ ロ 州 カ ン ビ ー ナ ス 市
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カ ン ピ - ナ ス大学 (期間 :1997年7月19E]- 1998年
7月18日) .
外国研究税関との共同研究
1) エ イ ズ患者におlナる真菌症に関する研究 : カ ウ ン タ ー
パ ー ト ブ ラ ジ ル 国 力 ン ビ ー ナ ス 大学 Ade m a.r
Yam apaka 教授, Nan cy F. NiBhim u ra 助教授,
M . Ltliza M . Br a.TIChini 助教授 , Francisc o･E.
Aoki助教授.
共同利用研究
1) 千葉市環境保険研究所 ･ 所長 ･ 長谷川修司 :多種界
面活性剤の菌糸に対する影響
2) 船橋市立医療セ ン タ ー ･ 内科副部長 多都田弘士 :
各種疾患患者血清における AspeT･gillu8/u migatu 8
の成長に関する研究.
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